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日
本
の
ハ
ー
ド
と
イ
ン
ド
の
ソ
フ
ト
が
結
ぶ
ア
ジ
ア
の
音
楽
一云
術
‐
丁
Ｍ
う
フ了

４
歳
よ
り
愛
奏
の
楽
器
ピ
ア
ノ
は

「旋
法

に
向
い
て
い
な
い
」
こ
と
を
自
ら
の
指
と
耳
で

確
認
し
た
。
同
様
に
、
和
楽
器
に
よ
る
洋
楽
が

「本
に
竹
を
接
ぐ
」
よ
う
に
聴
こ
え
る
。
け
れ
ど
、

幸
い
に
も

ハ
ー
ド
（楽
器
）と
ソ
フ
ト
釜
己
が
適

合
す
る
相
手
が
近
く
に
あ

っ
た
。

尺
八
で
学
位
取
得

音
楽
に
専
念
す
る
ア
ジ
ア
滞
在
３６
年
の
間

で
、
和
楽
器
と
イ
ン
ド
の
旋
法
ラ
ー
ガ
と
い
う

組
み
合
わ
せ
に
着
目
し
て
、
感
激
を
覚
え
た
。

日
本
で
尺
八
の
稽
古
を
積
み
邦
楽
の
研
究
を
経

て
、
１
９
８
５
年
に
イ
ン
ド
最
大
の
音
楽
大
学

に
留
学
し
た
。
旋
律
と
リ
ズ
ム
中
心
の
奥
深
い

理
論
体
系
と
即
興
演
奏
技
術
を
誇
る
イ
ン
ド
古

典
音
楽
、
５
年
間
で
師
範

・
修
士
取
得
を
心
が

け
た
。
声
楽
の
稽
古
だ
け
で
も
時
間
に
追
わ
れ

て
い
た
が
、
イ
ン
ド
笛
の
実
技
試
験
に
特
別
許

可
を
得
て
日
本
の
尺
八
を
使
っ
て
臨
み
、
つ
い

に
初
め
て
ア
ジ
ア
他
国
の
楽
器
に
よ
る
学
位
取

得
と
な
っ
た
。

事
に
合
う
イ
ン
ド
音
楽

尺
八
が
１
９
９
２
年
よ
り
正
式
に
イ
ン
ド

音
楽
の
楽
器
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
旋

法
に
最
も
適
し
た
楽
器
は
等
で
あ
る
。
イ
ン
ド

楽
器
シ
タ
ー
ル
な
ど
を
越
え
る
ほ
ど
禁
は
柔
軟

で
多
様
な
調
弦
法
や
奏
法
が
可
能
で
、
ラ
ー
ガ

の
演
奏
に
将
来
を
明
る
く
す
る
楽
器
で
あ
る
と
、

最
近
、
イ
ン
ド
の
教
員
や
名
手
さ
え
も
言
う
。

そ
の
背
景
に
は
、
イ
ン
ド
の
大
学
や
稽
古
場
で

実
施
し
た

「
日
本
の
筆
と
イ
ン
ド
の
ラ
ー
ガ
」

と
い
う
企
画
が
あ
る
。
全
米
大
学
連
盟
で
も
あ

る
米
国
イ
ン
ド
学
会
の
芸
術
創
造
開
発
支
援
事

業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
２
０
０
７
年
の
日

印
交
流
年

（日
印
文
化
協
定
締
結
５０
周
年
）
を

は
さ
ん
で
０６
年
７
月
～
０８
年
１
月
の
１８
カ
月
に

及
ぶ
催
し
だ

っ
た
。

日
本
人
と
イ
ン
ド
人
が
実
施
す
れ
ば
最
適

だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
人
は
い
な

い
。
私
は
大
学
教
員
の
職
を
放
棄

し
、
２
度
目
の
日
印
音
楽
の
長
期

企
画
の
旅
に
出
か
け
た
。
学
会
か

ら
の
支
援
の
ほ
と
ん
ど
を
等
３
面

に
換
え
て
イ
ン
ド
の
大
学
と
音
大

に
寄
贈
し
、
現
地
の
学
生

ｏ
教
員

と
共
同
Ｒ
＆
Ｄ
（研
究
開
発
）
に
挑

戦
し
た
。

音
楽
大
国
イ
ン
ド
各
州
を
回

る
。
小
学
生
～
大
学
院
生
、
大
衆

～
専
門
家
、
知
的
障
害
者
～
知
的

階
級
、
個
人
～
大
勢
の
対
象
者
に

新
奏
法
に
よ
る
筆
は
大
人
気
を
呼

ん
だ
。
教
員

・
学
生
向
け
講
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
国
立

・
州
立

。
私
立
大
学
と
音
楽
大
学
で
１４
カ

所
、
小
中
高
等
学
校
で
３
ヵ
所
、

名
演
奏
家
の
稽
古
所
で
４
ヵ
所
行

っ
た
。
私
の
母
校
で
あ
る
音
楽
大
学
で
は
、
５

回

・
計
１０
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
と

し
て
０９
年
３
月
よ
り
等
が
イ
ン
ド
楽
器
と
し
て

器
楽
科

コ
ー
ス
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

期
間
中
、
和
楽
器
と
ラ
ー
ガ
中
心
の
２０
人
余
り

の
現
地
の
共
演
者
と
の
公
演
も
取
材
さ
れ
て
、

テ
レ
ビ
放
送

（全
国
６
回
、
地
方
４
回
）
お
よ

び
数
多
く
の
新
聞
記
事
が
取
り
上
げ
た
。
そ
の

一
部
は
、
１
１
１
二
日
①
”
ｏｏ
ｏ
日
に
載

っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
に
好
奇
心
、

日
本

に
警
戒
心

現
地
で
の
演
奏
と
講
演
の
反
響
は
、
南
イ

ン
ド
音
楽
研
究
の
第

一
人
者
や
北
イ
ン
ド
声
楽

家
お
よ
び
共
演
者
、
そ
し
て
文
化
行
政
担
当
者
、

在
イ
ン
ド
米
国
大
使
館
や
日
本
領
事
館
な
ど
か

ら
受
け
た
助
言
が
印
象
的
だ
が
、
「
ラ
ー
ガ
と
和

楽
器
」
の
元
の
根
拠
地
、
日
本
は
ど
う
か
、
と

よ
く
聞
か
れ
る
。
日
本
の
ハ
ー
ド
と
イ
ン
ド
の

ソ
フ
ト
は
自
然
に
合
う
の
だ
が
、
芸
術
と
人
間

の
間
に
様
々
な
要
素
が
微
妙
に
影
響
し
合
う
。

イ
ン
ド
に
長
期
滞
在
し
た
と
き
、
ま
た
１

９

８

９
年

よ

り
当

日
印

音

楽

一は
獅

略

つ
端

性
掬

リ
国立デリー大学にて大学院生の講習会

(上 )南 インドの国際音楽会議で勝日楽器によるインド音楽」発表の後、女子芸術大

学生が感激して挙に集まる(丁amil NaduttKalal Kaviri Collegeに て)。

(下 )北 インド最大の音楽大学にて3年間、継続的に事によるラーガを講習。

●T.M.Hottman:1951年米国生まれ。尺八を山口五郎、インド古典声楽をGanesh Prasad

Mishraに 師事。NPO「日印音楽交流会」(1989年創立)代表として国内外の音楽企画を実施、

2008年 3月外務省「日印交流年事業」として南インド4公演(日本4人十インド4人 )、 7～ 8

月国際会議・音楽祭「アジアとアフリカ」と在インド米大使館主催9公演に出演。

●日印音楽交流会 :〒 370‐2604群馬県甘楽郡下仁田町吉崎130 Tel/Fax 0274‐ 82-3160

e― mall:limuSath@po.wind.neip webSite:http://www.iimea.com



ぜ

日
本
人
１４
人
の
イ
ン
ド
訪
問
　
イ
ン
ド
人
“

人
の
日
本
招
聘
を
実
施
し
た
と
き
の
こ
と
を
振

り
返

っ
て
み
る
と
、
多
民
族
国
家
イ
ン
ド
に
好

奇
心
、
単
民
族
国
家
日
本
に
警
戒
心
と
い
う
傾

向
が
目
立

つ
。
前
も

っ
て
計
画
す
る
よ
り
も
変

更
に
融
通
が
利
く
イ
ン
ド
人
、
そ
し
て
計
画
に

強
い
が
変
更
に
対
応
し
難
い
日
本
人
を
比
較
す

れ
ば
、
前
者
は
展
開
の
速
い
環
境
お
よ
び
即
興

演
奏
に
向

い
た
精
神
だ
と
言
え
る
。
２０
年
間
も

「火
と
氷
」
の
間
に
立

つ
私
に
は
多
種
多
様
な
番

狂
わ
せ
は
大
変
勉
強
に
な

っ
た
。

元
々
ア
ジ
ア
大
陸
の
楽
器
類
が
逆
輸
入
さ

れ
て
南
ア
ジ
ア
や
中
束
の
旋
法
と
交
わ
り
、
即

興
の
楽
器
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
現
在
、

私
は
以
前
か
ら
の
欧
米
の
大
学
、
世
界
音
楽
連

盟
、
米
国
国
際
放
送
局
Ｖ
Ｏ
Ａ
な
ど
で
の
好
評

を
経
て
、
今
年
の
１０
月
中
に
米
国
に
て
民
族
音

楽
学
会
総
会
と
東
部
の
諸
大
学
を
中
心
に
発
表

す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
航
空
、
邦

楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
日
印
音
楽

共
同
企
画
に
長
期
に
わ
た
り
寛
大
に
力
を
貸
し

て
下
さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
し
な
が
ら
、
日

本
国
内
に
和
楽
器
の
視
野
が
も

っ
と
多
方
面
に

広
が
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

Patrtta新聞 2008年 8月 4日
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インド国 Bhopal tt Bharat Bhavan会 館にて
「和楽器によるインド音楽」公演 (2008年 8月 3日 )

<全国 9公演 2008年 7月 16日 ～8月 5日 >

主催 :米国大使館 協賛 :イ ンド航空

軸 ′輛 ′4漁 2003


